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EDS(ディスカバリー・サービス)とは？

図書館内外の情報資源をGoogleのような

ひとつの窓口でまとめて検索できるツール

オープン
アクセス
資料

図書館の
所蔵資料

データベース・
電子ジャーナ
ル

電子書籍



2

EDS(ディスカバリー・サービス)とは？

あらゆる学術情報
を対象とした検索エンジン

電子媒体でも
紙媒体でも

図書・雑誌でも
論文も新聞記事でも

外国語でも
日本語でも

有料でも無料
でも

Googleや検索エンジンとの違い

○検索エンジン○

検索できるのは無料の情報(表層Webと呼ばれる)。

検索エンジンで検索できない情報(深層Web)は表
層Webの500倍といわれている。

○ディスカバリーサービス○

図書館の所蔵情報や有料で契約しているデータ
ベースや電子ジャーナル等が検索できる

→検索エンジンでは取得できない深層Webの情報
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○検索エンジン○

出典が明らかでない情報、Wikipedia等引用できな
い情報も含まれる。

論文等で引用ができるか、自身で精査等が必要。

○ディスカバリーサービス○
学術情報が検索対象。出典も明らかで論文等に
引用可能な信頼できる情報を取得できる。

Googleや検索エンジンとの違い

EDS(ディスカバリーサービス)を使うメリット

●論文やレポートを執筆するとき、
授業の下調べをするとき、

「どんなリソースで探せば良いのか
わからない…」

とりあえず検索
してみる！

●いつも特定のデータベースを使っている。

あらゆる情報資源から網羅的に検索
→新たな資料やデータベースの発見

●既知検索(タイトルや著者名等、既知の事項による検索)より
主題検索(主題やテーマを元にした検索)を行う時に効果的
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EDS (ディスカバリーサービス)で
何が検索できるの？

EBSCOhostデータベース

● Academic Search Premier (総合分野) 
● Business Source Premier (経済・経営）
● PsycINFO（心理学）
● PsycARTICLES（心理学）

EDS (ディスカバリーサービス)
で何が検索できるの？

・ Britannica Online  
・ DBpia
・ DOAJ
・ ERIC
・ Gale Cengage Learning
・ HathiTrust
・ HeinOnline

他社/他機関のデータベース（海外)

・ JSTOR
・ LexisNexis Academic 
・ Naxos Music Library
・ OAIster
・MEDLINE 
・ Science Direct 
等々、その他多数
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電子書籍
（Maruzen eBook Library

等）

EDS (ディスカバリーサービス)
で何が検索できるの？

日本語の
コンテンツ
雑誌記事索引

JAIRO
J-STAGE

*ジャパンナレッジ
CiNii

東洋経済デジタルコン
テンツライブラリー

大学の所蔵資料

新聞記事
（News

Bank等）

EDS (ディスカバリーサービス)の
ご注意点

○図書館で契約している全てのデータベースが
検索対象ではない

(日本語コンテンツを含め今後拡充の予定。)

○個々のデータベース特有の検索機能や
限定条件を使った検索はできない。

○日々データの更新が行われている為、
今日と明日の検索結果が異なる場合もあり。
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アクセス方法-図書館ホームページから

トップページ左側の
「立正大学図書館リソースハント Riscovery」
下のサーチボックスより検索開始

検索ボックス
にキーワード
を入力

検索インターフェースの基本構成
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検索インターフェースの基本構成

「フィールドの選択」
メニューより
検索対象項目を限定

検索結果画面

限定・絞込み機能
●カタログ(所蔵資料)

●全文あり
●出版時期を限定
●出版物タイプ

●言語
●提供リソース一覧

など

表示順序を変更
可能
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検索結果画面-プラカードエリア-

画面上部にトピックの定義や
人物情報、企業情報と解説を

表示。

学術的に信頼出来る情報源
のため、引用も可能。

検索結果画面-関連情報-

画面上部にトピックの定義や
人物情報、企業情報と解説を

表示。

学術的に信頼出来る情報源
のため、引用も可能。

右側の関連情報エリアでは、

国会図書館サーチの検索結果が表示さ
れたり、国立国会図書館典拠データ検
索(Web NDL Authorities)にて検索キーワ
ードに関連する用語を提示します。

表示された用語をクリックすると新たに
そのキーワードで検索をかけることが

出来ます。
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検索結果画面-結果一覧-

画面上部にトピックの定義や
人物情報、企業情報と解説を

表示。

学術的に信頼出来る情報源
のため、引用も可能。

検索結果リスト。

各文献のタイトルをクリック
すると詳細な情報画面へ

移動します。

①「全文」に
チェックをすると

②本文がその場
で読めるor開くた

めのリンクが表示
される文献に
絞り込まれます

検索結果画面-全文情報への絞込み-
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検索結果に所蔵資料が
含まれる場合、配架場所
・請求記号・貸出状態等
所蔵情報も併せて表示

検索結果画面-図書館所蔵資料-

詳細情報画面

各機能ツールをクリックし
文献の情報を「印刷」
「電子メール」「保存」
「引用」「エクスポート」
「パーマリンク」 「フォルダ

へ保存」等行うことができ
ます。
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詳細情報画面

所蔵資料の詳細情報画面
では、配架場所・請求記号・
貸出状態等所蔵情報が

表示
また、画面下部には

「この著者のその他の書籍」
や「類似した書籍」等関連す

る情報も表示

★検索結果画面右側のフォルダをクリックすると、
一時的に書誌情報を記憶させておくことが出来ます。（ログオフ時まで有効）

但しこの場合、ログオフすると情報が消去されます！

個人アカウント機能
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サインイン画面の
「ログイン」の右にある
「アカウントの新規作成」をクリック

個人アカウント機能-新規作成-

「アカウント新規作成」画面の各必要項目を入力
→「変更を保存」をクリック。
「アカウントが作成されました」に切り替われば
設定完了です。

個人アカウント機能-新規作成-
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書誌情報・検索式・アラート等がフォルダに保存されます。

右上の「フォルダ」アイコンをク
リックするとフォルダに保存した
情報を閲覧できます。

個人アカウント機能-フォルダへの保存-

「マイカスタム」よりお好きな名前を付けてフォルダを作成し、
情報を振り分けて整理することができます。

個人アカウント機能-カスタムフォルダ-
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ある検索結果に対し新しい情報が追加された際、電子メール
によるアラートを受け取ることが出来ます。

検索結果リスト画面からの設定方法
→画面右上の「共有」をクリックし、
「アラートの作成」項目の下にある
「電子メールアラート」をクリック

個人アカウント機能-検索アラート-

必要情報を入力の上、「アラートを保存」をクリック

個人アカウント機能-検索アラート-
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個人アカウント機能-検索アラート-

フォルダページ内の左側のメニュー「検索アラート」項目より
設定したアラートの確認や解除が出来ます。

☆My EBSCOhostの機能について詳しくお知りになりたい場合は
「My EBSCOhostご利用マニュアル」をご参照ください。

http://www.ebsco.co.jp/materials/manual/MyEBSCOhost_2.0.pdf

• サポートサイト（英語）

http://support.ebsco.com/

• サポートセンター（日本語）

http://www.ebsco.co.jp/support.html

• オンライン講習会の予定

https://ebsco-japan.webex.com/

お問い合わせ・ご質問などは
mailto: jp-ebscohost@ebsco.com

ご参加ありがとうございました


